
 ６つの評価項目とその考察 資料３

大項目 中項目 小項目

想定浸水深
（２４時間
雨量５３１
ｍｍ）

０.５～２ｍ ３～５ｍ

①峰山庁舎
　０.５～２ｍ
②峰山総合福祉セン
ター　０.５～１ｍ
③大宮庁舎
　０～１ｍ

―

浸水深とそ
の影響

・浸水深２ｍは、建物１階の半分まで浸水
・浸水深０.５ｍは、人の膝上まで浸水

・浸水深５ｍは、建物２階床上４０ｃｍ程
度まで浸水
・浸水深３ｍは、建物１階の天井近くまで
浸水

＜資料２＞京丹後市
防災マップ（抜粋）

Ａ案優位

災害対策本
部会議の場
所

増築棟２階会議室
対策本部として使用する大会議室と仮眠室
を設置。

（現）峰山庁舎２階会議室

【災害対策本部の機
能】災害情報の一元
的集約、迅速な意思
決定と災害警戒活動
及び応急対策活動等
災害対策に関する業
務全般を統括

Ａ案優位

水害への備
え

●増築棟
・サーバー室は増築棟４階に移転
・自家発電設備（７２ｈ稼働）は増築棟屋
上に設置
●現・峰山庁舎
・自家発電設備…敷地内
・自家発電設備（オイルタンク一体型）の
嵩上げと改修

●現・峰山庁舎
・サーバー室は(現)峰山庁舎１階
・自家発電設備…敷地内
・自家発電設備の嵩上げと地下オイルタン
クの新設で７２ｈ稼働に改修
●旧丹波小学校
建物２階の４０ｃｍまで浸水。福祉事務所
機能の建物としては不可

サーバー室はコン
ピューターの心臓部
の入っている部屋。
近年クラウド化
（データを別の場所
で管理）により縮小
傾向にあり。

Ａ案優位

地震への備
え

耐震安全性の分類をⅠ類（水平耐力の割り
増しを１.５倍）として整備
　※（現）峰山庁舎は１.０倍

―

国交省がＨ２５に制
定した「官庁施設の
総合耐震・対津波計
画基準」に基づく構
造体の耐震安全性確
保による。

Ａ案優位

　庁舎再配置（旧丹波小の活用）
＜Ｂ案＞

備　　考 考察
（事務局）

①災害対応

場所

建物

評価項目 　庁舎整備（増築棟建設）
＜Ａ案＞
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 ６つの評価項目とその考察 資料３

大項目 中項目 小項目

　庁舎再配置（旧丹波小の活用）
＜Ｂ案＞

備　　考 考察
（事務局）

評価項目 　庁舎整備（増築棟建設）
＜Ａ案＞

各庁舎に入
る部局
(本庁機能の
集約度）

●峰山庁舎＋増築棟
　　議会、市長公室、総務、市民、
　　医療、会計、監査、農林、商工、
　　建設、上下水道、農業委員会
●大宮庁舎
　　教育
●峰山総合福祉センター
　　健康長寿

●峰山庁舎
　　議会、市長公室、総務、市民、
　　医療、会計、監査
●峰山総合福祉センター
　　商工、建設
●大宮庁舎
　　農林、上下水道、教育、農業委員会
●旧丹波小
　　健康長寿

Ａ案優位

新たに付加
される施
設・設備等
（機能アッ
プ度）

＜増築棟施設＞
相談室（プライバシーに配慮）、談話コー
ナー、来賓用会議室、各階に多機能トイレ
を設置。
２階フロアは会議室を集約。ＩＣＴ環境の
整備等多くの市民が利用できる場を創出す
る。

― Ａ案優位

市民局機能
従前どおり６市民局を設置するため利便性
に影響なし

従前どおり６市民局を設置するため利便性
に影響なし

差なし

市民
本庁機能が集約化されても、市民の来庁機
会は少ないため影響は小さい。

本庁機能が集約化されても、市民の来庁機
会は少ないため影響は小さい。

差なし

事業者
事業課は１カ所に集約。
１か所で用事が済み、仕事の効率化につな
がる面あり。

事業課は峰山と大宮の２か所に集約 Ａ案優位

福祉団体等
（他の本庁
機能との近
さ・連携
度）

福祉団体と関わりの深い健康長寿福祉部は
峰山総合福祉センターに配置。
※峰山庁舎（市民課、税務課、保険事業課
等）が近接

福祉団体と関わりの深い健康長寿福祉部は
旧丹波小に配置。
※近接の庁舎なし

Ａ案優位

本庁機能

市民にとっ
て利用のし
やすさ

②市民の利
便性
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 ６つの評価項目とその考察 資料３

大項目 中項目 小項目

　庁舎再配置（旧丹波小の活用）
＜Ｂ案＞

備　　考 考察
（事務局）

評価項目 　庁舎整備（増築棟建設）
＜Ａ案＞

●峰山庁舎＋増築棟
　峰山駅徒歩約15分、バス停：市役所前
●峰山総合福祉センター
　峰山駅徒歩約15分、バス停：丹中病院前
●大宮庁舎
　京丹後大宮駅徒歩約8分,バス停：大宮庁舎前

●峰山庁舎
　峰山駅徒歩約15分、バス停：市役所前
●峰山総合福祉センター
　峰山駅徒歩約15分、バス停：丹中病院前
●大宮庁舎
　京丹後大宮駅徒歩約8分,バス停：大宮庁舎
前
●旧丹波小学校
　峰山駅徒歩約9分、バス停：丹波

差なし

来庁者用
駐車場

庁舎別台数

●峰山庁舎＋増築棟　１４６台
●峰山総合福祉センター　６２台

●峰山庁舎　７４台
●峰山総合福祉センター　５４台
●旧丹波小学校　６３台
　　※グラウンドを整備

●大宮庁舎　４９台

―

庁舎別職員
数

●峰山庁舎＋増築棟２９３人
●峰山福祉センター９７人
●大宮庁舎６０人
（合計４５０人）

●峰山庁舎１２９人
●峰山福祉センター６３人
●大宮庁舎１６１人
●旧丹波小９７人
（合計４５０人）

※人数は平成２８年
当時のもの。

―

庁舎別台数
（公用車含
む場合あ
り）

●増築棟・峰山庁舎
　旧吉原小グラウンド　１８０台
　丹後文化会館駐車場　３００台
　※庁舎前駐車場は来庁者用に開放
●大宮庁舎　１５２台
（大宮社会体育館、社協前含む）

●峰山庁舎　１５０台
●旧丹波小学校　１０４台
　　※グラウンドを整備
●大宮庁舎　１５２台
（大宮社会体育館、社協前含む）
※上下水道部の移動により、別途、約６０
台（職員私用車＋公用車）の駐車場が必要
となるが、基本計画での計上なし。

旧峰山幼稚園１０６
台
※令和元年度整備
福祉事務所の職員駐
車場として利用。セ
ンター前は来庁者用
として利用。

【来庁者】
　Ａ案優位
【職　員】
　Ｂ案優位
（遠方の駐車
場は、職員互
助会による
シャトルバス
運行やシェア
サイクル等で
利便を図るこ
とを検討予
定）

③交通アク
セス

鉄道、バスの状況

職員用駐車
場
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 ６つの評価項目とその考察 資料３

大項目 中項目 小項目

　庁舎再配置（旧丹波小の活用）
＜Ｂ案＞

備　　考 考察
（事務局）

評価項目 　庁舎整備（増築棟建設）
＜Ａ案＞

①職員は、教育委員会と市民局を除き、峰
山庁舎・増築棟、峰山福祉センターに集約
化。
②増築棟の執務室は、間仕切りをなくし将
来の組織・機構の変更に柔軟に対応できる
ものとして整備。

①旧丹波小、大宮庁舎も最大限活用した集
約化。
②職員は、峰山庁舎、峰山福祉センター、
大宮庁舎、旧丹波小学校に集約化。事業課
は分散する。

Ａ案優位

●網野庁舎…商工観光部、建設部(６３人)
●丹後庁舎…上下水道部（４８人）
●大宮庁舎…農林水産部、農委（５３人）
　→峰山庁舎１６４人増

●網野庁舎…商工観光部、建設部(６３人)
　　→峰山庁舎
●丹後庁舎…上下水道部（４８人）
　　→大宮庁舎

Ａ案＝峰山庁舎１６
４人増、Ｂ案＝大宮
庁舎４８人増
※大宮庁舎周辺は徒
歩で行ける飲食店な
し。

地域経済全体
として優位性
に影響なし

⑤資金計画 Ｒ６年度までの活用が可能 Ｒ６年度までの活用が可能 差なし

３８.３億円（実質負担１５．８億円）

※議員全員協議会後の追加・参考資料よる
（Ｈ３０.８.２２時点）。ＩＣＴなど庁舎
機能の高度化に係る費用など、今後の基本
設計により金額は異なります。

２４.２億円（実質負担１０．１億円）

※議員全員協議会後の追加・参考資料によ
る（Ｈ３０.８.２２時点）。ＩＣＴなど庁
舎機能の高度化に係る費用など、今後の基
本設計により金額は異なります。

Ｂ案優位

●峰山福祉センターの老朽化（あと９年で
築６５年）は、大宮庁舎もしくは増築棟の
利用で対応できる可能性あり。

●峰山福祉センターの老朽化（あと９年で
築６５年）は、新たな（仮設）建物建築の
必要性が出てくる可能性あり。
●旧丹波小学校の老朽化（あと２３年で築
６５年）は、新たな（仮設）建物建築の必
要性が出てくる可能性あり。

Ａ案優位

④行政の効
率的な運営

組織にとっての効率性

地域経済に与える影響
（弁当を持参しない職員
は１～２割）

合併特例債の活用

⑥整備費

本庁機能集約化に係る整
備費

将来的な整備費
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